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新井⽤⽔（しんゆようすい）は川の流れと出会ったときには逆サイフォンで乗り切る 
 
新井⽤⽔という江⼾時代に開発された農業⽤⽔があります。加古川市南部や播磨町へ農業
⽤⽔を届けています。この⽤⽔ができる前には⼲ばつの被害が⼤きかったそうです。 
 
新井⽤⽔  http://www.hyogo-c.ed.jp/~ryohoku-es/koukusyoukai/sinniyousui.htm 
 江⼾時代の初めは、加古川下流の平野部でしか農を営むことができませんでした。平野部
⻄のほんの少し⾼くなった所でさえ、⽔を引くことは容易ではありません。ため池や、台地
縁端に湧き出る湧⽔に頼るしかありませんでした。 
 誰もが途⽅にくれるしかなかった⽤⽔事情を、打破しようと試みた⼈物がいます。新井⽤
⽔の⽣みの親、今⾥傳兵衛（いまざとでんべえ）です。 
 新井⽤⽔について記されている「播州賀古新疏⽔道記」や「新井⽔道記」によると、「1654
年の夏、2 ヶ⽉にわたって⾬が降らず、稲は枯れ、飢え死にするものが続出し・・・」（意
訳）とあります。⼀度⼲ばつが起こると、⾒るも無残な有様だったようです。（続く） 
 
 
⾼低差の殆どない農地に 14km にもおよぶ⽔路を引きました。この⽔路は途中で４つの川
を横切ります。１草⾕川、２曇川、３⽩ケ池川、４喜瀬川です。現代の⼯法では川の上に⽔
橋を通すところです。たとえば、淡河川から稲美町へと⽔を運ぶ淡河疏⽔（おうごそすい）
の三⽊・志染サイフォンは有名です。サイフォンと⾔いながら逆サイフォンとなっています。 
 
新井⽤⽔の開削時期はこの淡河疏⽔よりもはるかに前の江⼾時代です。４つの川を乗り切
るのにやはり逆サイフォンを使っています。当時の技術では⽔橋を架けるよりも⽔管を川
底に通すほうが易しかったようです。 
 
⼤庄屋・今⾥伝兵衛が命を賭けて開削した新井⽤⽔は今でも多くの⽥に⽔を供給していま
す。９⽉ 29 ⽇に加古川⼤堰からこの新井⽤⽔を播磨町の⼤池までたどりました。神野、⽇
岡の⽥は実に⾒事に稲穂が実っていました。しかし、加古川市の南部に⼊ると⼀挙に住宅地
が増えます。それでも、ともかくは喜瀬川までは新井⽤⽔に沿って歩くことができました。
喜瀬川を超た播磨町では完全に住宅地となり、残念ながらその流路をたどることはできて
いません。今⾥伝兵衛の⽣きた地元は今や住宅地です。時代が変われば変わるものと実感し
た散歩となりました。 
 



 
 

 



 
 
 
以下の写真で、逆サイフォンがどのようなものか、それぞれの川の様⼦、逆サイフォンの⼊
り⼝、そして出⼝の写真を⽰しました。１草⾕川、２曇川、３⽩ケ池川、４喜瀬川です。 
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加古川市の南部と播磨町は、宅地に埋め尽くされた。 

 


